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第４章　北陸本部の事業活動

名
称
・
開
催
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

テ
ー
マ
・
内
容
・
講
師

参
加
者

Ｍ
Ｅ
新
潟
（
防
災
コ
ー

ス
）
養
成
講
座

平
成
29
年
）
２
０
１
７

10
／
６

新
潟
市・北
陸
地
整

北
陸
技
術
事
務
所

Ｍ
Ｅ
養
成
講
座
、「
新
潟
県
の
地
形
・
地
質
・
気
象
と
防
災
」（
平
野
吉
彦
）、「
河
川

構
造
物
の
防
災
・
維
持
管
理
要
」（
涌
井
正
樹
）

40

石
川
県
白
山
市
千
代
野

地
区
防
災
講
演
会

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

６
／
９

白
山
市
・
千
代
野

公
民
館

も
し
も
に
備
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
「
白
山
火
山
」、「
白
山
火
山
と
防
災
・
減
災
」

①
白
山
火
山
の
概
要

②
火
山
災
害
と
被
害

③
噴
火
発
生
の
仕
組
み

④
白
山
の

火
山
防
災

⑤
減
災
対
策
の
い
ろ
い
ろ

⑥
高
齢
者
の
心
構
え
（
一
願
稔
・
屋
敷
弘
）

50

白
山
市
鶴
来
本
町
３
･

４
丁
目
町
内
会

防
災
講
演
会

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

６
／
９

白
山
市
・
鶴
来
本

町
３
・
４
丁
目
集

会
場

も
し
も
に
備
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
「
土
砂
災
害
」、「
土
砂
災
害
と
自
主
防
災
組
織

の
役
割
」
①
土
砂
災
害
に
つ
い
て

②
森
本
・
富
樫
断
層
帯
の
地
震
に
よ
る
影
響

③
自
主
防
災
組
織
の
復
旧
･
復
興
活
動
に
つ
い
て
（
一
願
稔
・
屋
敷
弘
）

30

Ｍ
Ｅ
新
潟
（
防
災
コ
ー

ス
）
養
成
講
座

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

11
／
９

新
潟
市・北
陸
地
整

北
陸
技
術
事
務
所

Ｍ
Ｅ
養
成
講
座
、「
新
潟
県
の
地
形
・
地
質
・
気
象
と
防
災
」（
平
野
吉
彦
）、「
河
川

構
造
物
の
防
災
・
維
持
管
理
要
」（
佐
藤
豊
）

40

令
和
元
年
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会

令
和
元
年
（
２
０
１
９
）

９
／
６
～

10
／
25

新
潟
市・北
陸
地
整

北
陸
技
術
事
務
所

防
災
講
座
、「
新
潟
県
の
地
形
・
地
質
・
気
象
と
防
災
」（
平
野
吉
彦
）、「
河
川
構
造

物
の
防
災
・
維
持
管
理
要
」（
佐
藤
豊
）

40

連
合
富
山
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

１
／
21

富
山
市

北
陸
地
方
の
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
学
ぶ
教
訓
、「
豪
雨
災
害
の
教
訓
と
命
を
守
る
た

め
の
備
え
」（
今
度
充
之
）

100

⑺

地
域
交
流
委
員
会

地
域
交
流
委
員
会
で
は
、「
北
東
３
地
域
本
部
技
術
士
交
流
研
修
会
」
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
研
修
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）、
当
時
の
東
北
支
部
副
支
部
長
根
本
清
氏
よ
り
地
理

的
に
も
北
国
の
共
通
点
を
持
ち
合
う
３
支
部
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
お
互
い
の
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
北
陸
支
部
長
中
山
輝
也
に
持
ち
掛
け
賛
同
し
、
東
北
支
部
に
申
し
入
れ
て
実
現
し
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
し
て
、
初
回
の
開
催
は
東
北
支
部
の
仙
台
市
で
、
第
２
回
目
は
北
陸
支
部
新
潟
市
が
引
き
受
け
、
３
回
目
は
北
海
道
支
部
が

引
き
継
ぎ
札
幌
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
３
支
部
長
の
間
で
確
認
さ
れ
た
。
以
降
各
支
部
持
ち
回
り
で
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

か
ら
は
、「
北
東
３
支
部
技
術
士
研
修
会
」
か
ら
「
北
東
３
地
域
本
部
技
術
士
交
流
研
修
会
」
に
名
称
を
改
め
、
以
降
、
令
和
元

年
（
２
０
１
９
）
の
仙
台
市
ま
で
22
回
継
続
開
催
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
会
の
概
要
は
第
５
章
第
４
節
に
紹
介
す
る
。

委
員
会
自
体
は
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
の
公
益
社
団
法
人
化
に
よ
る
北
陸
本
部
内
の
組
織
拡
充
の
一
つ
と
し
て
新
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
委
員
長
以
下
６
名
で
活
動
し
、
３
年
に
一
度
の
北
陸
開
催
の
準
備
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

⑻

青
年
技
術
士
交
流
委
員
会

青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
は
、
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
12
月
に
「
青
年
技
術
士
懇
談
会
」
と
し
て
発
足
し
た
記
録
が
あ
る
。

た
だ
し
翌
平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
７
月
に
第
１
回
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
正
式
な
活
動
開
始
と
す
る
場

合
も
あ
る
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
は
、
支
部
長
中
山
輝
也
に
よ
る
講
演
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
相
互
承
認
と
技
術
士
制

度
の
改
善
点
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
当
時
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
技
術
士
制
度
も
国
際
的
技
術
者
資
格
制
度
と
の

整
合
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
特
に
継
続
教
育
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
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平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
年
５
月
教
育
広
報
委
員
会
と
事
業
委
員
会
の
下

部
組
織
と
し
て
、「
青
年
技
術
士
委
員
会
」
に
改
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
初
、

北
陸
支
部
の
「
教
育
・
広
報
委
員
会
」
と
「
事
業
委
員
会
」の
実
行
組
織
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
も
目
標
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。青
年
技

術
士
委
員
会
に
は
、次
世
代
を
担
う
技
術
士
を
い
か
に
育
て
る
か
、と
い
う
技

術
士
会
全
体
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。教
育・広
報
委
員
会
や
事
業
委
員

会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
が
当
初
会
議
に
参
加
し
て
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
、教
育・

広
報
委
員
長
佐
藤
直
衞
、事
業
委
員
長
小
林
武
夫
の
支
え
が
、
そ
の
後
の
充

実
し
た
企
画
の
原
動
力
と
な
っ
た
。歴
代
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
11
～
15
年
度
（
１
９
９
９
～
２
０
０
３
）
土
橋
佳
代
、
平
成
16
～
19
年

度
（
２
０
０
４
～
２
０
０
７
）
堀
田
亨
、
平
成
20
年
度
（
２
０
０
８
）
齋
藤
真

晴
、
平
成
21
～
22
年
度
（
２
０
０
９
～
２
０
１
０
）
大
塚
直
吉
、
平
成
23
～
26

年
度
（
２
０
１
１
～
２
０
１
４
）
坂
東
和
郎
、
平
成
27
～
28
年
度
（
２
０
１
５

～
２
０
１
６
）
大
高
章
、
平
成
29
～
30
年
度
（
２
０
１
７
～
２
０
１
８
）
小
酒

欽
弥
、
令
和
元
年
度
～
（
２
０
１
９
～
）
高
野
康
夫

特
に
当
初
５
年
間
の
代
表
を
務
め
た
土
橋
佳
代
の
功
績
が
大
き
く
、
北
陸

本
部
の
40
周
年
記
念
誌
「
ほ
く
り
く
の
技
術
士
」
に
は
、「
委
員
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
ち
、
役
割
を
決
め
る
時
も
積
極
的

に
立
候
補
す
る
姿
が
印
象
的
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
発
足
当
時
か
ら
の
気
概

あ
ふ
れ
る
若
手
技
術
士
の
姿
勢
は
、
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

拡大青年委員会議及び見学会．福井駅前にて� ※平成 28年 6月
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青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
は
、
月
１
回
程
度
の
頻
度
で
開
催
す
る
委
員
会
で
あ
り
、
目
標
は
、
地
域
の
科
学
技
術
に
関
す
る
実

践
的
な
知
識
集
団
の
一
員
と
し
て
、
日
々
進
展
す
る
科
学
技
術
を
、
青
年
技
術
士
と
い
う
立
場
か
ら
各
分
野
で
の
業
務
等
を
通
じ

て
社
会
に
具
現
化
す
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
地
域
の
発
展
と
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。

方
針
は
、
勉
強
会
、
現
地
学
習
会
、
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
、
若
手
技
術
者
の
技
術
力
の
向
上
と
、
そ
れ
に
伴
う
意
識
向
上
を

常
に
心
が
け
さ
せ
、
技
術
者
全
体
の
資
質
向
上
を
図
る
。

ま
た
委
員
会
は
、
定
例
行
事
の
開
催
準
備
の
場
も
兼
ね
る
。
定
例
行
事
は
年
２
回
行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
で

は
そ
れ
ぞ
れ
「
秋
の
見
学
会
」、「
冬
の
講
演
会
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
開
催
履
歴
を
追
う
と
、
設
立
間
も
な
い
当
初
期
は
手

探
り
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
「
く
ら
し
」
や
「
地
域
」
を
軸
に
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
固
め
て
い

く
様
子
が
わ
か
る
。

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
12
月
20
日
、
委
員
会
名
称
に
「
交
流
」
が
加
わ
り
、「
青
年
技
術

士
交
流
委
員
会
」
が
正
式
名
称
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
他
地
域
本
部
と
の
呼
称
統
一
を

図
っ
た
も
の
だ
が
、
単
に
名
称
を
統
一
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
般

に
、組
織
の
名
称
に
は
そ
の
役
割
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
（
た
と
え
ば
倫
理
委
員
会
、

防
災
委
員
会
な
ど
）。
今
回
の
改
称
で
は
、
委
員
会
名
称
に
「
交
流
」
を
追
加
し
、
①
技
術
交

流
を
通
じ
て
持
続
的
な
地
域
の
発
展
や
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
、
②
技
術
者
同
士
の
交
流
に

よ
っ
て
全
体
の
資
質
向
上
に
資
す
る
、
な
ど
、
技
術
交
流
こ
そ
が
私
た
ち
の
活
動
の
根
幹
で
あ

り
、
役
割
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

◇
北
陸
本
部
の
拡
大
青
年
技
術
士
委
員
会
議

拡
大
青
年
技
術
士
委
員
会
議
は
、
県
境
を
跨
い
だ
交
流
を
促
進
す
る
目
的
で
、
年
１
回
各
県

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
。
地
理
的
・
距
離
的
に
交
流
が
制
約
さ
れ
る
北
陸
の
青
年
技
術
士

Zoomを用いた拡大青年技術士交流委員会議� ※令和 2年 6月
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に
と
っ
て
、
県
外
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
育
め
る
拡
大
委
員
会
は
、
唯
一
無
二
の
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

会
議
で
は
１
年
間
の
活
動
報
告
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
議
論
し
、
続
く
技
術
発
表
会
で
は
各
県
の
代
表
委
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
普
段
の
業
務
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
紹
介
す
る
。
ま
た
２
日
目
に
は
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
称
す
る
視
察
・

見
学
会
が
定
例
化
し
て
い
る
が
、
各
県
の
技
術
遺
産
や
文
化
を
学
べ
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

拡
大
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
議

回
／
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

第
１
回

平
成
18
年（
２
０
０
６
）
６
／
17
～
18
金
沢
市
、
七
尾
市

①
見
学
会
金
沢
市
内
、
七
尾
市
内

18

第
２
回

平
成
19
年（
２
０
０
７
）
６
／
23
～
24
坂
井
市
、
福
井
市

①
見
学
会
三
国
見
学
、
全
国
大
会
の
「
会
場
」
視
察

②
会
議
全
国
大
会
「
青

年
技
術
士
の
集
い
」
準
備
会

③
福
井
見
学

23

第
３
回

平
成
20
年（
２
０
０
８
）
６
／
14
～
15
富
山
市
・
岩
瀬
カ
ナ
ル

会
館

①
会
議
拡
大
運
営
委
員
会

②
見
学
会
岩
瀬
町
並
み
、
北
前
船
回
船
問
屋
「
森

家
」、
薬
種
商
の
館
『
金
岡
邸
』、
ま
す
の
寿
司
本
舗
『
源
（
み
な
も
と
）』
工
場

12

第
４
回

平
成
21
年（
２
０
０
９
）
９
／
12
～
13
長
岡
市
、燕
市
、新
潟
市

①
見
学
会
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館
、
信
濃
川
大
河
津
資
料
館

②
会
議

③
福

島
潟

13

第
５
回

平
成
22
年（
２
０
１
０
）
７
／
10
～
11
金
沢
市
・
し
い
の
き
迎

賓
館

①
会
議

②
見
学
会
金
沢
城
公
園
、
長
町
集
真あ
ぢ
さ
い藍
工
房
、
金
石
・
大
野
地
区

18

第
６
回

平
成
23
年（
２
０
１
１
）
７
／
２
～
３
小
浜
市
・
公
益
財
団
法

人
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー

①
会
議

②
見
学
会
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、
小
浜
市
町
並
み
、

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
会
館

29

第
７
回

平
成
24
年（
２
０
１
２
）
６
／
30
～

７
／
１

高
岡
市
・
ウ
ィ
ン
グ

ウ
ィ
ン
グ
高
岡

①
会
議
第
７
回
拡
大
青
年
技
術
士
委
員
会
議

②
見
学
会
国
宝
瑞
龍
寺
、
高
岡

市
内
歴
史
的
町
並
み

28
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に
と
っ
て
、
県
外
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
育
め
る
拡
大
委
員
会
は
、
唯
一
無
二
の
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

会
議
で
は
１
年
間
の
活
動
報
告
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
議
論
し
、
続
く
技
術
発
表
会
で
は
各
県
の
代
表
委
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
普
段
の
業
務
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
紹
介
す
る
。
ま
た
２
日
目
に
は
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
称
す
る
視
察
・

見
学
会
が
定
例
化
し
て
い
る
が
、
各
県
の
技
術
遺
産
や
文
化
を
学
べ
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

拡
大
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
議

回
／
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

第
１
回

平
成
18
年（
２
０
０
６
）
６
／
17
～
18
金
沢
市
、
七
尾
市

①
見
学
会
金
沢
市
内
、
七
尾
市
内

18

第
２
回

平
成
19
年（
２
０
０
７
）
６
／
23
～
24
坂
井
市
、
福
井
市

①
見
学
会
三
国
見
学
、
全
国
大
会
の
「
会
場
」
視
察

②
会
議
全
国
大
会
「
青

年
技
術
士
の
集
い
」
準
備
会

③
福
井
見
学

23

第
３
回

平
成
20
年（
２
０
０
８
）
６
／
14
～
15
富
山
市
・
岩
瀬
カ
ナ
ル

会
館

①
会
議
拡
大
運
営
委
員
会

②
見
学
会
岩
瀬
町
並
み
、
北
前
船
回
船
問
屋
「
森

家
」、
薬
種
商
の
館
『
金
岡
邸
』、
ま
す
の
寿
司
本
舗
『
源
（
み
な
も
と
）』
工
場

12

第
４
回

平
成
21
年（
２
０
０
９
）
９
／
12
～
13
長
岡
市
、燕
市
、新
潟
市

①
見
学
会
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館
、
信
濃
川
大
河
津
資
料
館

②
会
議

③
福

島
潟

13

第
５
回

平
成
22
年（
２
０
１
０
）
７
／
10
～
11
金
沢
市
・
し
い
の
き
迎

賓
館

①
会
議

②
見
学
会
金
沢
城
公
園
、
長
町
集
真あ
ぢ
さ
い藍

工
房
、
金
石
・
大
野
地
区

18

第
６
回

平
成
23
年（
２
０
１
１
）
７
／
２
～
３
小
浜
市
・
公
益
財
団
法

人
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー

①
会
議

②
見
学
会
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、
小
浜
市
町
並
み
、

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
会
館

29

第
７
回

平
成
24
年（
２
０
１
２
）
６
／
30
～

７
／
１

高
岡
市
・
ウ
ィ
ン
グ

ウ
ィ
ン
グ
高
岡

①
会
議
第
７
回
拡
大
青
年
技
術
士
委
員
会
議

②
見
学
会
国
宝
瑞
龍
寺
、
高
岡

市
内
歴
史
的
町
並
み

28

回
／
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

第
８
回

平
成
25
年（
２
０
１
３
）
６
／
29
～
30
上
越
市
・
直
江
津
学
び

の
交
流
館

①
会
議

②
技
術
発
表
会

③
見
学
会
坂
口
記
念
館
、
岩
の
原
ぶ
ど
う
園

25

第
９
回

平
成
26
年（
２
０
１
４
）
６
／
21
～
22
金
沢
市
・
近
江
町
交
流

プ
ラ
ザ

①
会
議

②
技
術
発
表
会

③
視
察
・
見
学
会
金
沢
駅
西
広
場
、
金
沢
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
ま
ち
の
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ

33

第
10
回

平
成
27
年（
２
０
１
５
）
５
／
16
～
17
富
山
市
・
呉
羽
ハ
イ
ツ

①
会
議

②
全
国
大
会
候
補
地
等
視
察
富
山
国
際
会
議
場
、
富
山
駅
前
、
中
島

閘
門
、
岩
瀬
の
街
並
み

21

第
11
回

平
成
28
年（
２
０
１
６
）
６
／
18
～
19
福
井
市
・
福
井
繊
協
ビ
ル
①
福
井
駅
西
口
中
央
地
区
再
開
発
事
業
見
学
会

②
技
術
発
表
会

③
敦
賀
ま
ち

づ
く
り
見
学
会

20

第
12
回

平
成
29
年（
２
０
１
７
）
６
／
24
～
25
新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

①
会
議
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

②
技
術
発
表
会

③
下
水
熱
お
よ
び

地
中
熱
利
用
施
設
見
学
興
和
ビ
ル
、
新
潟
市
役
所
、
西
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

32

第
13
回

平
成
30
年（
２
０
１
８
）
６
／
30
～

７
／
１

金
沢
市
・
近
江
町
交
流

プ
ラ
ザ

①
会
議

②
技
術
発
表
会

③
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ひ
が
し
茶
屋
街
、

主
計
町
茶
屋
街
周
辺
の
工
房

31

第
14
回

令
和
元
年（
２
０
１
９
）
６
／
29
～
30
福
井
市
・
福
井
県
立
歴

史
博
物
館
研
修
室

①
会
議

②
技
術
発
表
会

③
意
見
交
換
会

④
見
学
会
一
乗
谷
ふ
る
さ
と
の

川
整
備
事
業
、
朝
倉
氏
遺
跡

23

◇
技
術
士
全
国
大
会
（
富
山
）
の
青
年
イ
ベ
ン
ト

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
技
術
士
全
国
大
会
期
間
中
の
、
10
月
３
日
の
青
年
技
術
士
の
集
い
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

⑴
青
年
技
術
士
交
流
会
議

富
山
国
際
会
議
場
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室
に
お
い
て
、
統
括
本
部
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
主
催
の
交
流
会
議
を
開
催
し
た
。
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「
ミ
ニ
全
国
大
会
招
致
合
戦
」
と
題
し
、
各
地
域
本
部
か
ら
の
招
致
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。
81
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

⑵
青
年
技
術
士
の
集
い

青
年
技
術
士
交
流
会
議
に
引
き
続
き
、「
い
き
た
い
、
す
み
た
い
、
は
た
ら
き
た
い
富
山
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
青
年
技
術
士
の

集
い
を
開
催
し
た
。
最
初
に
地
元
か
ら
見
た
富
山
の
「
宝
」
を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
次
に
、
事
前
に
参
加
者
か
ら
回
答
い
た
だ
い
た
富

山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
を
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
富
山
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
考
え
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
考
え
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
２
分
を
持
ち
時
間
に
発

表
し
、
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
順
位
を
決
め
た
。

⑶
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
合
わ
せ
て
改
良
さ
れ
た
富
山
駅
周
辺
の
視
察
、
重
要
文
化
財
の
中
島
閘
門
や
岩
瀬
の
町
並
み
を
散
策
し

た
。
79
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

夕
方
か
ら
開
始
し
た
大
懇
親
会
に
は
73
名
の
参
加
で
盛
り
上
が
っ
た
。

技
術
士
全
国
大
会
で
の
青
年
イ
ベ
ン
ト

回
／
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

第
42
回

平
成
27
年（
２
０
１
５
）

10
／
１

富
山
市
・
富
山
国
際
会

議
場

①
青
年
技
術
士
の
集
い
テ
ー
マ
い
き
た
い
、
す
み
た
い
、
は
た
ら
き
た
い
“
富

山
”
②
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
富
山
駅
前
、
中
島
閘
門
、
岩
瀬
の
街
並
み

③
大

懇
親
会

81

第
43
回

平
成
28
年（
２
０
１
６
）

11
／
13

横
浜
市
・
神
奈
川
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

①
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
横
浜
み
な
と
博
物
館
、
横
浜
市
浄
水
場

②
大
懇
親
会

③
拡
大
委
員
会

④
青
年
技
術
士
の
集
い

69
北
陸

８
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「
ミ
ニ
全
国
大
会
招
致
合
戦
」
と
題
し
、
各
地
域
本
部
か
ら
の
招
致
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。
81
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

⑵
青
年
技
術
士
の
集
い

青
年
技
術
士
交
流
会
議
に
引
き
続
き
、「
い
き
た
い
、
す
み
た
い
、
は
た
ら
き
た
い
富
山
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
青
年
技
術
士
の

集
い
を
開
催
し
た
。
最
初
に
地
元
か
ら
見
た
富
山
の
「
宝
」
を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
次
に
、
事
前
に
参
加
者
か
ら
回
答
い
た
だ
い
た
富

山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
を
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
富
山
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
考
え
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
考
え
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
２
分
を
持
ち
時
間
に
発

表
し
、
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
順
位
を
決
め
た
。

⑶
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
合
わ
せ
て
改
良
さ
れ
た
富
山
駅
周
辺
の
視
察
、
重
要
文
化
財
の
中
島
閘
門
や
岩
瀬
の
町
並
み
を
散
策
し

た
。
79
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

夕
方
か
ら
開
始
し
た
大
懇
親
会
に
は
73
名
の
参
加
で
盛
り
上
が
っ
た
。

技
術
士
全
国
大
会
で
の
青
年
イ
ベ
ン
ト

回
／
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

第
42
回

平
成
27
年（
２
０
１
５
）

10
／
１

富
山
市
・
富
山
国
際
会

議
場

①
青
年
技
術
士
の
集
い
テ
ー
マ
い
き
た
い
、
す
み
た
い
、
は
た
ら
き
た
い
“
富

山
”
②
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
富
山
駅
前
、
中
島
閘
門
、
岩
瀬
の
街
並
み

③
大

懇
親
会

81

第
43
回

平
成
28
年（
２
０
１
６
）

11
／
13

横
浜
市
・
神
奈
川
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

①
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
横
浜
み
な
と
博
物
館
、
横
浜
市
浄
水
場

②
大
懇
親
会

③
拡
大
委
員
会

④
青
年
技
術
士
の
集
い

69
北
陸

８

回
／
年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

第
44
回

平
成
29
年（
２
０
１
７
）

10
／
20

山
口
市
・
山
口
県
健
康

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
他

①
青
年
二
次
会

②
第
４
分
科
会
デ
ィ
ベ
ー
ト
企
画
分
科
会
参
加
者
に
よ
る
デ
ィ

ベ
ー
ト
対
決

③
青
年
大
懇
親
会

④
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
口
の
繁
栄
と
衰
退

71
北
陸

７

第
45
回

平
成
30
年（
２
０
１
８
）

11
／
11

郡
山
市
・
ビ
ッ
ク
ア
イ
他
①
前
夜
祭

②
研
修
会
と
も
に
考
え
る
『
ふ
く
し
ま
地
域
創
生
の
た
め
の
７
つ
の

挑
戦
』
③
大
懇
親
会

④
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
安
積
疏
水（
猪
苗
代
湖
周
辺
ほ
か
）

40

第
46
回

令
和
元
年（
２
０
１
９
）

10
／
５

徳
島
市
・
あ
わ
ぎ
ん

ホ
ー
ル
他

①
前
夜
祭

②
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー

第
十
堰
、
藍
の
館
、
講
演

③
大
懇
親
会

④
第
４
分
科
会
基
調
講
演
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

北
陸

６

◇
特
別
イ
ベ
ン
ト

地
域
本
部
の
枠
を
超
え
た
活
動
も
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
各
地
域
本
部
で
実
施
さ
れ
る
青
年
イ
ベ
ン
ト
や
、
統
括
本
部
主

催
の
拡
大
運
営
委
員
会
に
は
、委
員
長
だ
け
で
な
く
委
員
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
た
、

北
陸
本
部
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
設
立
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
各
地
域
本
部
か
ら
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
た
い
。

統
括
本
部
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会

拡
大
運
営
委
員
会

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

６
／
17

東
京
都
・
機
械
振
興
会

館
ほ
か

①
統
括
・
地
域
本
部
交
流
会
議

②
ビ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト

③
大
懇
親
会

④
テ
ク

ノ
ツ
ー
リ
ズ
王
子
「
紙
の
博
物
館
」

70

平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

６
／
９
～
10

東
京
都
・
機
械
振
興
会

館
ほ
か

①
拡
大
運
営
委
員
会

②
本
支
部
交
流
会
議

③
懇
親
会

④
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ

ム
千
葉
県
立
現
代
産
業
科
学
館

⑤
懇
親
会

北
陸

３

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

６
／
15
～
16

東
京
都
・
機
械
振
興
会

館
ほ
か

①
拡
大
運
営
委
員
会

②
本
支
部
交
流
会
議

③
意
見
交
換
会

④
テ
ク
ノ
ツ
ー

リ
ズ
ム
江
戸
城
近
郊
の
遺
構
・
土
木
・
建
築

⑤
懇
親
会

北
陸

５
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他
の
地
域
本
部
主
催
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

５
／
20
～
21

名
古
屋
市
・
ウ
イ
ン
ク

あ
い
ち

中
部
青
年
技
術
士
会
30
周
年
記
念
例
会
（
愛
知
県
）
①
テ
ク
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
リ

ニ
モ
車
両
基
地
ほ
か
施
設
、
あ
い
ち
産
業
科
学
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

②
中
部
青

年
技
術
士
会
30
周
年
記
念
例
会
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

97

平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

６
／
11

仙
台
市
・
女
川
町
ま
ち

な
か
交
流
館

東
北
本
部
青
年
技
術
士
交
流
実
行
委
員
会
ミ
ニ
全
国
大
会
（
宮
城
県
）
①
Ｓ

Ｎ
Ｓ
復
興
セ
ミ
ナ
ー

②
青
年
の
集
い

③
女
川
ま
ち
づ
く
り
現
場
見
学

④
復

興
現
場
見
学
雄
勝
漁
港
、
大
川
小
学
校
、
新
北
上
大
橋

51

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

９
／
８
～
９

札
幌
市
・
Ｔ
Ｋ
Ｐ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

北
海
道
本
部
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
北
海
道
）

①
歴
代
青
年
委
員
長
の
祝
辞

②
北
海
道
歴
史
紹
介

③
北
海
道
の
今
の
取
り
組
み

④
各
地
域
本
部
の
活
動
紹
介

⑤
懇
親
会

⑥
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー

72

青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
懇
談
会
・
イ
ベ
ン
ト

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
11
年

（
１
９
９
９
）

７
／
31

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
相
互
承
認
と
技
術
士
制
度
の
改
善
点
に
つ
い
て

50

平
成
11
年

（
１
９
９
９
）

11
／
17

新
潟
市
・
信
濃
川

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル

信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
計
画
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
、水
の
都
新
潟
、水
上
交
通
、

乗
船
場
と
ア
ク
セ
ス

35

平
成
12
年

（
２
０
０
０
）

７
／
１

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

参
加
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
環
境
問
題
、
水
産
業
と
有
害
物
質
、
情
報

技
術
、
都
市
の
生
態
系

40
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第４章　北陸本部の事業活動

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
12
年

（
２
０
０
０
）

11
／
11

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

21
世
紀
を
目
前
に
ひ
か
え
、
技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
視
点
は
何
か

52

平
成
13
年

（
２
０
０
１
）

７
／
14

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

「
人
間
が
今
後
生
き
て
い
く
た
め
の
技
術
の
あ
り
方
」
循
環
型
社
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を
め
ざ
し
た

技
術
の
あ
り
方

58

平
成
13
年

（
２
０
０
１
）

11
／
10

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

実
務
経
験
を
通
じ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
工
作
機
械
と
環
境
対
策
、
雪
と
環
境
、

自
然
植
生
に
よ
る
河
岸
保
護

23

平
成
15
年

（
２
０
０
３
）

12
／
13

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

朱
鷺
メ
ッ
セ
～
新
潟
下
町
見
学
（
後
編
）「
新
潟
市
の
新
旧
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
パ
ネ
ル
デ
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ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

31

平
成
18
年

（
２
０
０
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１
／
28

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

青
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語
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来
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ら
し
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豊
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技
術
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０
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潟
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＆
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員
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催
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０
２
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／
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懇
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０
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／
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潟
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潟
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０
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／
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取
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問
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年

月
／
日

開
催
地

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
17
年

（
２
０
０
５
）

９
／
10

柏
崎
市

旧
高
柳
町
荻
ノ
島
地
区
環
状
か
や
ぶ
き
集
落
、
東
京
電
力
株
式
会
社
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所

20

平
成
18
年

（
２
０
０
６
）

６
／
17
～
18

金
沢
市
・
七
尾
市

１
日
目
金
沢
市
内
見
学
金
沢
21
世
紀
美
術
館
、
東
山
茶
屋
街
、
近
江
町
市
場
等
、

２
日
目
七
尾
市
内
見
学
能
登
島
能
登
カ
フ
ェ
、
七
尾
市
御
祓
川

18

平
成
18
年

（
２
０
０
６
）

７
／
22

新
発
田
市

暮
ら
し
と
再
生
技
術
、
新
発
田
城
、
片
山
食
品
（
ニ
ン
ニ
ク
工
場
）、
日
本
ア
ク

シ
ィ
ー
ズ
東
港
工
場
（
産
業
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
）

24

平
成
19
年

（
２
０
０
７
）

６
／
23
～
24

福
井
市

１
日
目
「
三
国
見
学
、
全
国
大
会
の
「
会
場
」
視
察
、
全
国
大
会
「
青
年
技
術
士

の
集
い
」
準
備
会
」、
２
日
目
「
福
井
見
学
」

23

平
成
19
年

（
２
０
０
７
）

11
／
17

新
潟
市

新
潟
の
暮
ら
し
を
支
え
る
自
然
の
恵
み
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ュ
ー
福
島
潟
、
東
新

潟
火
力
発
電
所
、
市
島
酒
造
株
式
会
社

17

平
成
20
年

（
２
０
０
８
）

11
／
21

新
潟
市
・
新
発
田
市

企
業
見
学
会
ナ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
（
絶
縁
材
料
・
導
電
材
料
）
新
研
究
所
テ

ク
ノ
コ
ア
及
び
本
社
工
場
見
学

22

平
成
21
年

（
２
０
０
９
）

９
／
26

燕
市
・
三
条
市

地
域
の
活
力
・
底
力
～
燕
三
条
地
域
の
地
場
産
業
～
磨
き
屋
一
番
館（
金
属
研
磨
）、

燕
市
産
業
史
料
館
、
株
式
会
社
曙
産
業
（
マ
ジ
ッ
ク
し
ゃ
も
じ
）

20

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）

10
／
２

聖
籠
町

地
域
の
活
力
・
底
力
～
新
潟
東
港
地
域
に
お
け
る
生
産
と
港
湾
機
能
～
佐
藤
食

品
工
業
株
式
会
社
、
東
港
工
場
、
新
潟
東
港

18

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）

10
／
１

阿
賀
野
市
・
阿
賀
町

地
域
の
活
力
・
底
力
～
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
展
望
～
東
部
太
陽
光
発
電

所
、
東
北
電
力
豊
実
発
電
所

21

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）

10
／
６

燕
市
・
三
条
市

地
域
の
活
力
・
底
力
～
金
物
の
ま
ち
三
条
か
ら
世
界
へ
～
燕
三
条
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
本
社
、
株
式
会
社
諏
訪
田
製
作
所

18

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）

11
／
１

新
潟
市

地
域
の
活
力
・
底
力
～
地
域
を
支
え
る
交
通
機
関
～
新
潟
空
港
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
駅
付
近
高
架
化
工
事
現
場

20
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、
東
港
工
場
、
新
潟
東
港

18

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）

10
／
１

阿
賀
野
市
・
阿
賀
町

地
域
の
活
力
・
底
力
～
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
展
望
～
東
部
太
陽
光
発
電

所
、
東
北
電
力
豊
実
発
電
所

21

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）

10
／
６

燕
市
・
三
条
市

地
域
の
活
力
・
底
力
～
金
物
の
ま
ち
三
条
か
ら
世
界
へ
～
燕
三
条
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
本
社
、
株
式
会
社
諏
訪
田
製
作
所

18

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）

11
／
１

新
潟
市

地
域
の
活
力
・
底
力
～
地
域
を
支
え
る
交
通
機
関
～
新
潟
空
港
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
駅
付
近
高
架
化
工
事
現
場

20

年

月
／
日

開
催
地

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

10
／
31

新
潟
市

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
天
然
ガ
ス
～
持
続
可
能
な
開
発
～
山
の
下
閘
門
排
水
機
場
、

環
境
省
山
の
下
地
盤
沈
下
観
測
井
群
、
株
式
会
社
東
邦
ア
ー
ス
テ
ッ
ク

33

平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

10
／
21

新
発
田
市

地
域
の
活
力
・
底
力
～
新
し
い
日
本
酒
文
化
の
発
信
～
菊
水
酒
造
株
式
会
社
酒

造
り
の
工
程
と
ふ
な
ぐ
ち
菊
水
一
番
搾
り
、
日
本
酒
文
化
研
究
所
の
こ
と

24

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

９
／
29

新
潟
市
・
長
岡
市

情
報
シ
ス
テ
ム
と
危
機
管
理
対
策
、高
速
道
路
管
制
セ
ン
タ
ー（
新
潟
亀
田
Ｉ
Ｃ
）、

Ｎ
Ｓ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

22

平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

11
／
２

新
潟
市

新
潟
の
文
化
を
醸
成
・
発
信
し
、
感
動
を
支
え
る
舞
台
裏
の
技
術
、
新
潟
市
民
芸

術
文
化
会
館
、
テ
レ
ビ
新
潟
放
送
網

22

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

11
／
１

新
発
田
市

新
潟
の
農
業
を
支
え
る
農
業
水
利
施
設
松
岡
た
め
池
、
加
治
川
右
岸
頭
首
工
、

内
の
倉
ダ
ム
・
発
電
所

28

青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
企
画

講
演
会
・
冬
の
講
演
会

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
15
年

（
２
０
０
３
）

１
／
18

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
、
味
づ
く
り
へ
の
信
念
、
お
客
様
へ
の
想
い
（
加
島
屋
の
サ

ケ
と
食
）

55

平
成
18
年

（
２
０
０
６
）

12
／
16

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

青
年
が
語
る
近
未
来
へ
の
夢
～
時
間
・
空
間
へ
挑
戦
す
る
技
術
～

37

平
成
20
年

（
２
０
０
８
）

４
／
26

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

政
令
指
定
都
市
新
潟
市
の
暮
ら
し
と
未
来

26

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）

１
／
30

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

磨
き
の
プ
ロ
集
団
、
地
域
の
恵
み
を
活
か
す
自
然
農
業

27
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年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）

12
／
18

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

地
域
防
災
を
考
え
る
（
雪
害
・
水
害
）

19

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）

２
／
19

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

環
境
と
地
域
活
力
（
電
気
自
動
車
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）

44

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）

１
／
21

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

震
災
と
復
興

28

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）

１
／
19

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

48

平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

２
／
15

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
は
～
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
～

39

平
成
27
年

（
２
０
１
５
）

１
／
31

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

地
域
ブ
ラ
ン
ド

37

平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

２
／
13

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

新
潟
市
の
地
域
・
人
・
交
通
の
未
来
に
つ
い
て

46

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

２
／
11

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

新
潟
の
新
し
い
お
米
「
新
之
助
」

29

平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

２
／
10

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

活
力
を
生
む
経
営
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
・
製
品
へ
の
取
り
組
み
方

16

平
成
31
年

（
２
０
１
９
）

１
／
25

新
潟
市
・
駅
南
貸
会
議
室

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
ｏ
ｏ

ｍ
Ａ

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
の
取
組

23

令
和
２
年

（
２
０
２
０
）

１
／
31

糸
魚
川
市
・
ヒ
ス
イ
王

国
館

糸
魚
川
市
駅
北
大
火
か
ら
の
復
興
の
取
り
組
み

19
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第４章　北陸本部の事業活動

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

テ
ー
マ
・
内
容

参
加
者

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）

12
／
18

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

地
域
防
災
を
考
え
る
（
雪
害
・
水
害
）

19

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）

２
／
19

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

環
境
と
地
域
活
力
（
電
気
自
動
車
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）

44

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）

１
／
21

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

震
災
と
復
興

28

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）

１
／
19

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

48

平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

２
／
15

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
は
～
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
～

39

平
成
27
年

（
２
０
１
５
）

１
／
31

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

地
域
ブ
ラ
ン
ド

37

平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

２
／
13

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

新
潟
市
の
地
域
・
人
・
交
通
の
未
来
に
つ
い
て

46

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

２
／
11

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

新
潟
の
新
し
い
お
米
「
新
之
助
」

29

平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

２
／
10

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル

活
力
を
生
む
経
営
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
・
製
品
へ
の
取
り
組
み
方

16

平
成
31
年

（
２
０
１
９
）

１
／
25

新
潟
市
・
駅
南
貸
会
議
室

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
ｏ
ｏ

ｍ
Ａ

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
の
取
組

23

令
和
２
年

（
２
０
２
０
）

１
／
31

糸
魚
川
市
・
ヒ
ス
イ
王

国
館

糸
魚
川
市
駅
北
大
火
か
ら
の
復
興
の
取
り
組
み

19

◇
新
潟
県
建
設
関
連
産
業
若
手
マ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
小
委
員
会

建
設
関
連
産
業
に
携
わ
る
若
者
や
女
性
の
「
就
職
数
減
少
」
や
「
離
職
」
と
い
っ
た

現
象
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
青
年
技
術
士
交
流
委
員
会
で
は
同
小
委
員
会

を
組
織
し
、
学
生
・
若
者
・
女
性
に
向
け
、

建
設
関
連
産
業
の
重
要
性
や
素
晴
ら
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
行
く
活
動
を
行
っ
て
い

る
。マ

ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
小
委
員
会
は
平

成
28
年
（
２
０
１
６
）
に
発
足
し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
は
技
術
士
の
み
な
ら
ず
地

元
官
公
庁
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

ゼ
ネ
コ
ン
、
そ
し
て
教
育
機
関
と
い
っ

た
異
な
る
立
場
の
技
術
者
が
集
い
、
委

員
長
の
新
潟
大
学
工
学
部
准
教
授
大
竹

雄
氏
を
中
心
に
多
面
的
な
企
画
を
考
案
・

実
施
し
て
き
た
。
持
続
的
な
活
動
が
功

を
奏
し
、
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
か

ら
は
他
組
織
で
あ
る
新
潟
県
建
設
業
協

会
青
年
部
や
Ｍ
Ｅ
新
潟
の
会
な
ど
と
連

携
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

新潟県建設関連産業若手マンパワーアップ小委員会「にいがた・土木てんこもりツアー」� ※令和元年9月

女性・若手で考える建設関連産業の未来の集い．新潟日報メディアシップにて
※令和元年11月
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女
性
・
若
手
で
考
え
る
「
建
設
関
連
産
業
の
未
来
」
の
集
い
（
新
潟
県
）（
若
手
マ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
小
委
員
会
）

年

月
／
日

開
催
地
・
会
場

内

容

参
加
者

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

３
／
４

新
潟
市
・
技
術
士
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
Ⅰ

若
手
が
創
る
新
し
い
業
界
の
カ
タ
チ
「
土
木
の
未
来
を
考
え
る
」
①
講
演
・
土
木
の

未
来
・
将
来
、
本
格
的
な
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
へ
の
転
換
～
・
建
築
・

土
木
の
未
来
の
カ
タ
チ
・
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、・
若
手
が
支
え
る
地

域
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
（
Ｍ
Ｅ
新
潟
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
開
）
②
交
流
会

82

平
成
29
年

（
２
０
１
７
）

10
／
３

新
潟
市
・
新
潟
日
報
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ

女
性
・
若
手
で
考
え
る
「
建
設
関
連
産
業
の
未
来
」
の
集
い

①
講
演
僕
ら
が
描

く
建
設
産
業
の
未
来
像

②
発
表
建
設
関
連
産
業
に
つ
い
て
～
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
～

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
建
設
関
連
産
業
で
の
女
性
・
若
手
が
活

躍
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

④
活
動
紹
介
交
流
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
紹
介

⑤
交
流
会

79

平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

10
／
30

新
潟
市
・
西
港
周
辺
施
設
新
潟
港
開
港
１
５
０
周
年
記
念
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

①
見
学
会
・
新
潟
市
歴

史
博
物
館
み
な
と
ぴ
あ
・
新
潟
港
湾
技
術
調
査
事
務
所
水
理
実
験
場
・
新
潟
港
湾
空

港
整
備
事
務
所
・
水
産
２
号
岸
壁
改
良
工
事
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
ミ
ニ
ク
ル
ー

ズ
港
湾
施
設
見
学
・
山
の
下
閘
門
排
水
機
場

②
意
見
交
換
会

③
交
流
会

49

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

１
／
18

新
潟
市
・
プ
ラ
ス
サ
ー
ド
女
性
・
若
手
で
考
え
る
「
建
設
関
連
産
業
の
未
来
」
の
集
い
２
０
１
８

①
基
調
講

演
誰
も
が
活
躍
で
き
る
建
設
関
連
産
業

②
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
本
当
に

女
性
・
若
手
も
活
躍
で
き
る
の
か
？
～
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
～

③
交
流
会

125

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

９
／
20

新
潟
市
・
水
辺
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

に
い
が
た
・
土
木
て
ん
こ
も
り
ツ
ア
ー
２
０
１
９

オ
フ
ィ
ス
・
現
場
・
ミ
ズ
ベ
リ

ン
グ
！

①
各
業
種
の
紹
介
と
現
場
視
察
「
や
す
ら
ぎ
堤
護
岸
工
事
」
②
業
種
に

分
か
れ
て
の
座
談
会
「
水
辺
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
」
③
交
流
会

52

令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

11
／
７

新
潟
市
・
新
潟
日
報
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ

女
性
・
若
手
で
考
え
る
「
建
設
関
連
産
業
の
未
来
」
の
集
い
２
０
１
９

①
基
調
講

演
・
変
化
す
る
社
会
と
建
設
業

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
建
設
業
界
で
改

革
を
進
め
る
女
性
・
若
手
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
考
え
る

③
交
流
会

105




